
 

 

 

第３学年 道徳科学習指導案 
 

１ 主題名「命を守る～困難な状況での判断について」（内容項目：D-19 生命の尊さ） 

２ 教材名「避難所での出来事」（出典「新しい道徳３」東京書籍） 

３ 主題設定の理由 

  「生命の尊さ」は、生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することに関する内容項目である。中学生の時期は、自己の

生命に対する有り難みを感じたり、生命のかけがえのなさに心を揺り動かされたりする

経験をもつことが少ないことが考えられるからこそ、生きていることの有り難さに深く

思いを寄せ、自己の生命の尊厳及び自己以外の生命の尊さへの理解につながるように指

導することが求められる。中学校第３学年への指導に当たっては、多様な考えの交流を

通して、生命とは何か、その尊さを守るためにはどのように考えていったらよいかなど、

かけがえのない生命を尊重し、よりよく生きていくための判断力を育んでいきたい。 

  本学年の生徒は、道徳の時間に対する興味・関心が高く、読み物教材の登場人物への

自我関与を通して、自己の考えについて積極的に仲間と交流したりするなど、思いを素

直に表現できる生徒が多い。かけがえのない生命を尊重し、その尊さを守るためにはど

のように考えていったらよいかなど、よりよく生きていくための判断力を育てるために、

道徳の時間以外では、防災教室を実施している。生徒自らの手で体育館に避難所を開設

する中で、生命を守るという視点をもって場面に応じた判断をしたり、自分の行動を振

り返ったりする生徒の姿が見られた。 

本教材は、生徒が困難な状況におけるモラルジレンマに対して、自分はどのように判

断し、行動を選択するのかを考えることができる内容である。生徒が生命尊重への学び

をより深めることができるようにするために、何としても息子の命を救おうとする父の

行動について、広い視野から多面的・多角的に考えさせたい。そのために、一つ目の発問

では、「父の判断と行動についてどのくらい共感できるか」と問い、自身の立場とその理

由を交流することで、人間理解を深めることができるようにする。さらに、中心的な発問

では、「父の行動は許されるか、許されないか」と問い、多面的・多角的に考えたり交流

したりすることで、多様な感じ方や考え方に触れ、他者理解・価値理解を深めることがで

きるようにする。 

４ 本時のねらい 

  息子の命を守ろうとする父の行動について多面的・多角的に考えたり交流したりする

ことを通して、かけがえのない生命を尊重しようとする道徳的判断力を育てる。 

「人間としての生き方についての考えを深める」 

を重点とした道徳科の授業づくり 



５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

６ 本時の展開 

 学習活動 〇主な発問 ・予想される生徒の発言 ・留意点 ☆評価の観点 

導

入 

１ 避難所で自分に何ができるか（できそうか）をグループト

ークする。 

〇 避難所での生活の中で、中学生のあなたができること

はどんなことでしょう。 

  ・重いものを運ぶ。  ・高齢者の力になる。 

・小さな子の遊び相手になる。 

２ 実際に起きた震災におけるエピソードから、本時のテー

マをつかむ。   

本時のテーマ：生命の尊さについて考える 

・防災教室で避難所を開設した

経験を想起させることで、具

体的に想像できるようにす

る。 

 

・「生命」から連想する言葉をウ

ェビングマップで整理するこ

とで、生命そのものへの理解

を促す。 

展

開 

３ 教材「避難所での出来事」を読み、話し合う。 

〇 父の判断と行動にどのくらい共感できますか。 

【価値理解・人間理解】 

・息子の命を助けるためには法を犯すこともやむを得な

いと思うから共感できる。 

・自分が父と同じ立場だったら、同じ判断と行動をする

と思うから少しは共感できる。 

・盗まれた車の持ち主の気持ちを考えると、素直によか

ったと思えないからあまり共感できない。 

・他に方法があったのと思うから共感できない。  

中心発問 

〇 父の行動は、許されるか。それとも、許されないか。           

【他者理解】 

＜許される＞ 

 ・息子を助けるためであり、命を救う行動だから。 

 ・父にとって、息子の命は最優先だから。 

 ・車を使われた人も、父の思いを理解してくれると思う。 

 ・具合の悪い息子が死んでもいいと、誰も思わないはず。 

＜許されない＞ 

 ・どんな状況でも人の物を勝手に使う行動は許されない。 

 ・父と同様の状況で、我慢した人がいたかもしれない。 

 ・盗まれた人に緊急事態が起きたら責任が取れない。 

 ・仕方がなかったとも思えるが、許されることではない。 

・心の目盛りを使い、共感の度合

いを可視化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多様な感じ方や考え方に触れ

ることができるよう、意図的

なグループを構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 父の判断と行動について、どのくらい共感できるか自分の立場を明確にすることで、生徒一人

一人が自分との関わりで捉えることができるようにする。 

② 父の行動は許されるか、許されないかについて、グループトークをすることで、多様な感じ方

や考え方に触れることができるようにする。 

③ 展開中段までに深めてきた道徳的諸価値の理解を踏まえ、今後自分はどんな人間でありたいか

を考えることで、人間としての生き方について考えを深めることができるようにする。 

【ポイント①】 

自分の共感の度合いを伝え合

うことを通して、父の判断や

行動について、これまでの自

分の経験やその時の感じ方、

考え方と照らし合わせながら

考えるなど、生徒一人一人が

父の判断と行動を自分との関

わりで捉え、考えることがで

きるようにする。 

【ポイント②】 

父の行動について、自分の意

見をもち、伝え合うことを通

して、生徒が多様な感じ方や

考え方に触れることで道徳的

価値を理解し、自己を深く見

つめることができるようにす

る。 



４ 人間としての生き方についての考えを深める。 

〇 グループトークを通して、今後自分はどんな人間であ

りたいと考えましたか。 

・自分はこれまで、周りが気になって行動する勇気をも

つことができないことがあったけど、命を守ることに

ついては迷わずに行動できる人になりたいと思った。 

・かけがえのない命は自分も、自分以外の人も同じだか

ら、どんな状況でも自分を含めた全員を大切にできる

行動を選べる人でありたい。 

・これまでルールは絶対だと思っていたけど、命の大切

さを考えると、時には「本当に守るべきものは何か」を

考え、行動することのできる自分でありたい。 

・命の大切を改めて学んだので、一番身近な友達のこと

をかけがえのない存在として関わっていきたい。 

・グループトークで交流した内

容に加え、板書やワークシー

トに記入した内容を踏まえ

て、これからの生き方を考え

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

５ 本時の振り返りをする。 

 〇 今日の学習を通して学んだことや気付いたこと、考え

たことについて、振り返りましょう。 

・いろいろなルールがあるけど、命が関わると悩んでし

まう。それくらい命は大切で、かけがえのないものなん

だと思った。 

・自分や自分以外の生命を大切に思い、その場面場面で

よりよい生き方を判断し、行動しようと思った。 

☆かけがえのない生命を尊重

し、よりよく生きていくこと

について、自分との関わりで、

考えを深めることができた

か。（グループトーク、ワーク

シート） 

７  板 書

 
 

８ ノート・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

〇 グループトークを通して、今後自分はどんな人間でありたいと考えましたか。 

 ・どんな状況でも冷静に、自分のことだけじゃなくて周りのことも考えて物事を判断できる人間。 

  一人の命だけじゃなく、全員の命を大切にできる人。 

 ・命の重みを理解し、自分のことはもちろん、他人のことも大切にしていきたい。そして、いざと

いう時に他人のことを助けられるようになりたい。 

〇 今日の学習を通して学んだことや気付いたこと、考えたことについて、振り返りましょう。 

 ・一人だけの立場じゃなくて、他の人の立場でも考えて、いいか悪いかを判断できるようにした

い。生命は一人一人平等なので、皆のことを考えた方法で今回のような問題を解決したい。 

【ポイント③】 

「自分はどんな人間でありた

いか」と問うことで、生徒が

本時で深めた道徳的価値の理

解を基に、これまでの自分自

身の体験や、それに伴う感じ

方や考え方などを想起し、こ

れからの人間としての生き方

について考えを深めることが

できるようにする。 



【授業実践を振り返って】    

生命とは何か、その尊さを守るためにはどのように考えていったらよいかなど、かけがえのない生命

を尊重し、よりよく生きていくための判断力を育くむことができるよう、ポイント①～③の工夫を通し

て、生徒が自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての

考えを深めることのできる授業づくりを行いました。 

生徒からは、 

・自分が父のような状況になった時、どのように判断して行動するのか、また、どう 行動するべき

なのかを考えることができた。 

 ・何かを判断する時、一つの側面だけでなく、多方面から見た考えを大切にしたいと思った。 

 ・いろいろな状況で判断をしなくていけない時が、これからの人生でたくさんあることだと思うから、

正しい判断ができるように、しっかりと周囲のことも見て、考えて生きていきたい。 

などの発言が見られ、「生命の尊さ」について考えを深めることができました。 

 


